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この作文では、日本とアメリカの女性を比較について書こうと思う。女性の仕事の方が男性の

仕事より簡単かどうか。男性と女性の不公平な賃金の差の事態も書くつもりだ。既婚者の中

で、両方男性と女性を家事、育児、介護をするかもしれない。そして、先代、母親の目的は子

供の育児でも、女性はほかの仕事について目的ができるについて書こう。最後に、日本とアメ

リカの社会ではどちらの方が公平だかどうか。その理由も調べて書こうつもりだ。 

 

日本では、まず、女性の仕事の方が男性の仕事より簡単らしい。日本の女性のカルチャーノー

トによると、現代の日本では、女性が働いている。でも、女性の仕事の方が男性の仕事より簡

単そうだから、女性は暇と育児の時間があるそうだ。第二に、「働く女性２７５９万人３年続

き増加」と言う読み物によると、現代の日本では、結婚している女性が低下しているそうだ。

そして、既婚者の中で子供が持っていない人も減っているそうだ。起業した女性は３４％に家

事や子育てや介護をしながら、働いている。男性の 2 倍ぐらいの割合だ。しかし、もうちょっ



と家事や子育てや介護のする時間が必要だったから、5 年以内、開業をした女性が２２．９％

に廃業がした。これも男性の約 2 倍の割合だ。 

 

現代のアメリカでは、女性も働いている。日本と違い、アメリカでは、女性の仕事が男性の仕

事と同じぐらい難しい。日本はアメリカほど女性の仕事が公平じゃないと思う。でも、会社に

よって違う、男性と同じ仕事をするのに男性の時給の方が女性より高い。日本と同じく、結婚

している女性とか子供を持っている既婚者とか低下している。たしかに、先代のアメリカで

は、女性に男性がいなかったら、家族を支えられないと言うのは事実だ。現代のアメリカで

は、社会が女性に「何でもできる」とよく言う。日本と違い、女性が育児以外な目的があって

もいい。しかし、会社によって伝統的なことがあるから、男性と同じ仕事をするのが男性と女

性の賃金の差もある。 

 

会話セッションで習ったことは三つだ。まず、授業で「子供時に家事をしてはいけない」と習

ったけれども、海老谷さんによると子供が 8 歳ぐらいになった時から、両親が子供にどんどん

家事をさせるそうだ。子供が大人になって、一人ですむためにおそうじやせんたくをすること

とかお皿を洗うことができるのが大事だと思う。山内さんによると子供が家事をさせるかどう

かが家族によって違うそうだ。最近、女の子と男の子が両方中学生から、子供に家事を教える

そうだ。次に、日本の女性は会社で部長になれるかどうかと聞いた。たしかに、古い会社で女



性が部長になれなさそうだ。先代、女性の部長が 10％しかない。最近、女性がどんどん労働力

に入って、ちょっと公平になって、30％の部長が女性になっている。でも、女性の部長が子供

が生まれた時、家に帰らくてはいけなさそうだ。仕事をやめたら、もう部長になりにくいそう

だ。最後に、授業で習ったことは、「男性はいつも働いているから、家族と趣味の時間があま

りない。」山内さんによると父親は朝早く出たり、一日中働いたり、家族との時間が晩ご飯し

かなさそうだ。週末もすごく疲れたから二日間寝たりするだけそうだ。授業で、「女性の仕事

は男性の仕事ほど難しくないから、女性の方が暇がある」と言うことも習った。しかし、戸部

さんによると女性の仕事の方が簡単なのに、長い間働ければならないから、大変そうだ。例え

ば、戸部さんがカフェに勤めた時、毎日 16時間ぐらい働いたと言った。その倍は、趣味と家

族の時間がないに違いない。戸部さんが子供がいれば、仕事が大変すぎるようになると思う。 

 

結論として、日本とアメリカの現代社会では、労働力の中で、女性の仕事と給料が不公平で

も、アメリカの方が日本より、女性について前進したと思う。私の意見では、日本とアメリカ

の社会では男性と女性の同じ機会がした方がいいと思う。まず、男性の仕事と女性の仕事が同

じぐらい難しいになった方が公平だ。会社で女性が部長になれるようになると思う。第二に、

男性と女性の賃金の差を除かなくてはいけない。次に、女の子と男の子両方家事をするのが習

うから、女性と男性になった時、両方家事ができる。日本の男性と女性は同じ仕事がしたら、



男性と女性が両方家事、育児、介護の時間があった方がいいと思う。男性と女性は同じ給料も

でるのが必要だと思う。最後に、母親の目的は子供の子育てでも、女性はほかの仕事について

目的があるから、もうちょっと公平社会になる方がいいと思う。日本とアメリカの両方社会で

は、もう少し進歩が必要だとおもう。そして、アメリカの女性の方が日本の女性よりほかの目

的があったらいいと思う。 


